
志
賀
直
哉
年
譜
考

(
一
)

明
治
十
五
年
ま
で

生

井

知

子

今

回
よ
り
、

「志

賀
直
哉
年
譜
考
」

と
題

し

て
、
志

賀
直
哉

お
よ
び
そ

の
周
辺
を
め
ぐ
る
年
譜

を
作
成

し
、
順
次

発
表

す
る

こ
と
と
し
た
。

従
来

の
年
譜

で
は
、
根
拠
が
明

記
さ
れ

て
い
な

い
場
合
が
多
く
、

そ
れ
が
真
実

で
あ
る
か
ど
う
か
確
認
す

る
の
が
難

し
か

っ
た
が
、
本
稿

で
は
、
出
来

る
限

り
詳
細

か

つ
根
拠

を
示

し
た
年
譜

の
作
成

を
目
指

し

て
い
る
。

も

と
よ
り
、
先
学

の
調
査
研
究

に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
く
、

い
ま
だ
完
璧

な
も

の
か
ら
は
遙
か

に
遠

い
が
、
少

し

で
も
実
証
的
な
資
料
を
積

み
上
げ

て

行

け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。
本
稿

は
、
今
後

と
も
新

し
い
資
料

の
出
現

に
よ

っ
て
訂
正

さ
れ
続

け
る
べ
き
も

の

で
あ
り
、

お
読

み
下

さ

っ
た
皆
様

か
ら
も
、

様

々
な
情
報

を
お
寄

せ
頂
き

た
い
と
冀

う
次
第

で
あ
る
。

一
四
三



志
賀
直
哉
年
譜
考

(
一
)

一
四
四

志
賀
家
略
系
図

志
賀

直
庸

女
直

員

(
正
斉
)

(直
道
の
養
父
と
よ
る
)

幾
直

道

(木
村
)

留

女

う

の

半
谷

重
固

半
杭

直
人

直

隆

菊

(
真
)
戯

⊥

鉾
・
浩

直

方

木
村
家
略
系
図∴
デ

]

-

直

方

(直
道
の
養
子
と
な
る
)

一
郭

]

木
村

佐
本
家
略
系
図

佐
本

源
吾
ふ
く

辭L
ハ

ナ



文
政
二
年

(
一
八

一
九
)
己
卯

文
政
十
年

(
一
八
二
七
)
丁
亥

文
政
十
三
年

・
天
保
元
年

(
一
八
三
〇
)
庚
寅

天
保
七
年

(
一
八
三
六
)
丙
申

2

・
12

外
祖
父

・
佐
本
源
吾
が
生
ま
れ
る
。
(川
村
渡

『伊
勢
亀
山

・
志
賀
直
哉
の
文
学
』
)

11

・
14

祖
父

・
志
賀
直
道
が
生
ま
れ
る
。
(新

『志
賀
直
哉
全
集
』
⑯
日
記
人
名
注
)

2

・
8

外
祖
母

・
柳
瀬

(佐
本
)
ふ
く
が
生
ま
れ
る
。
(川
村
渡

『伊
勢
亀
山

・
志
賀
直
哉
の
文
学
』
)

ふ
く
は
、
大
阪

の
薩
摩

の
蔵
屋
敷

で
生
ま
れ
、
若

い
頃
か
ら
江
戸

に
出
た
。
(『
実
母
の
手
紙
』)

天
保
五
年

(
一
八
三
四
)
甲
午

9

・
?

志
賀
直
道

の
長
兄

・
志
賀
直
員
が
、
小
姓
と
し

て
江
戸
詰
中

に
弓
道
修
行

の
目
的

で
出
奔
。
(志
賀
家
系
図
)
(
『
祖
父
』
二
、
十
四
)

*

『
祖
父
』

(二
)

に
よ

る
と
直
員

は
直
道

よ
り
五
歳
年
上
だ
が
、
存
疑
。

『
祖
父
』

(十
四
)
に
は
直
員
が
明
治

二
十

四
年

に
七
十

七
歳

で
死
去
と

の
記
述
も
あ
る

の
で
、
十
二
歳
年
上
か
。

直
員
は
、
天
保
七
年
十

二
月
三
日

に
帰
参
、
十

一
日
に
改

易
と
な
る
が
、
天
保
八
年

八
月

に
弓
道
上
達

の
旨
が
上
聞

に
達

し
、
十

二
月

二
十
六
日

に
御
構
御
免
と
な
る
。
(志
賀
家
系
図
)

7

・
8

祖
母

・
木
村

(志
賀
)
留
女
が
生
ま
れ
る
。
(志
賀
家
系
図
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(
一
)

一
四
五



志
賀
直
哉
年
譜
考

(
一
)

一
四
六

ー1
6

●
22

8

●
1

9

●

9
。

曾
祖
父

・
志
賀
直
庸

が
死
去
。
行
年

四
十
九
歳
。

(志
賀
家
系
図
)

志
賀
直
道

が
家
督
相
続

を
し
て
、
家
職

を
継

ぐ
。

(志
賀
家
系
図
)

*

『祖
父
』

(二
)
に
よ
る
と
、
直
道

は
、
亡
父

の
家
職

で
あ
る
物

頭
、
普
請
奉
行

を
継

い
だ
と
あ
る
が
、

存
疑
。

家
禄

は
二
百
石
。

*
こ
の
時
点

で
、
志
賀
直
員

は
直
道

の
養

父
と
な

っ
た
か
?

当
主

・
志
賀
直
道

が
若
年

の
た
め
、
志
賀
直
員

も
奉

公
す
る
よ
う
命

じ
ら
れ
る
。

(志
賀
家
系
図
)

天
保
十

一
年

(
一
八
四
〇
)
庚
子

こ
の
年

佐
本

源
吾

が
亀
山
藩
士

と
し
て
召
し
出

さ
れ
、

江
戸
下
屋
敷

詰
と
な
る
。

(川
村
渡

『伊
勢
亀
山

・
志
賀
直
哉
の
文
学
』)

嘉
永

四
年

(
一
八
五

一
)
辛
亥

∩
Mり

●

圃■
⊥

志
賀
直
員

が
物
頭

と
な
る
。

(志
賀
家
系
図
)

嘉
永

五
年

(
一
八
五
二
)

壬
子

8

●
匚
」

こ

の

年

相
馬

誠
胤

が
生
ま
れ
る
。
(『平
成
新
修
旧
華
族
家
系
大
成
』)

志
賀
直
道
は
、
仕
法
掛

見
習
、
代
官
次
席
を
命

じ
ら
れ
る
。
(志
賀
家
系
図
)
(『祖
父
』
二
)

相
馬
中
村
藩
と

二
宮
尊
徳

と

の
関
わ
り
は
、
相
馬
藩

の
富

田
高
慶

が
天
保
十
年
九
月

に
入
門

し
た

の
に
始
ま

る
。
疲
弊

し
た
藩
を
救
う

た
め
藩
主
や
家
老
ら

が
二
宮
尊

徳

に
懇
願
し
、
弘
化

二
年
十

二
月

一
日
か
ら
富

田
高
慶

の
手

に
よ

っ
て
相
馬
藩

の
報
徳
仕
法

が
着
手
さ

れ
た
。
(新
妻
三
男

『
二
宮
尊
徳
翁
と
磐
城
中
村
藩
』
)



嘉
永
六
年

(
一
八
五
三
)
癸
丑

2

・
14

伯
母

・
佐
本

(山
崎
)
は
ま
が
生
ま
れ
る
。
(川
村
渡

『伊
勢
亀
山

・
志
賀
直
哉
の
文
学
』
)

父

.
志
賀
直
温

(幼
名

・
春
次
郎
、
『
祖
父
』
士

二
)
(読
み

・
な
お
は
る
、
通
称

・
ち
ょ
く
お
ん
、
阿
川
弘
之

『志
賀
直
哉
』
)
が
生

ま
れ
る
。

(新

『志
賀
直
哉
全
集
』
⑯
日
記
人
名
注
)

*
志
賀
家
系
図

で
は
十
二
月
十
四
日
生
ま
れ
と
す
る
が
、
存
疑
。

1

・
?

志
賀
直
道

は
、
自

ら
志

願
し

て
二
宮
尊
徳

に
随

身
し
、
仕
法

修
行

の
命

を
受

け
、

一
人
今

市
に
赴
く
。

(志
賀
家
系
図
)
(『祖
父
』
二
)

直
哉

の
子
供

の
頃
、
志
賀
家

に
は

『報
徳

記
』
、

写
本

『
報
徳
経
』
、
尊
徳

の
肖
像
画
、
着
物
、

羽
織

が
あ

っ
た
。

(『祖
父
』
六
)

8

・
28

伯
母

・
佐
本

(川
村
)
き

や
う
が
生

ま
れ
る
。

(川
村
渡

『
伊
勢
亀
山

・
志
賀
直
哉
の
文
学
』)

こ
の
年

志
賀
直
員

は
、
本
多
越
中
守
藩
士

・
星
野
覚
兵
衛

に
入
門

し
、
西
洋
流
炮
術
を
学

ぶ
。

(志
賀
家
系
図
)
(『
祖
父
』
十
四
)

安
政

二
年

(
一
八
五
五
)
乙
卯

4

・
?

志
賀
直
員

は
西
洋
流
炮
術
皆
伝
を
済

ま
せ
る
。

(志
賀
家
系
図
)
(『
祖
父
』
十
四
)

3

・
15

志
賀
直
道

は
、
仕
法
掛
、
代
官
助
役
席
を
命
じ
ら
れ

る
。

(志
賀
家
系
図
)

6

・
?

志
賀
直
員
は
病
気

の
た
め
帰
国
し
、
七
月
六

日
に
隠
居
。
隠
名

・
正
斉
。
(志
賀
家
系
図
)

9

・
9

志
賀
直
道
は
仕
法
掛
、
中
頭
次
席
を
命
じ
ら
れ

る
。

(志
賀
家
系
図
)

こ
の
年

二
宮
尊
徳
が
死
去

(十
月
二
十
日
、
『
国
史
大
辞
典
』)
し
、
志
賀
直
道
は
中
村

に
戻
る
。
(『
祖
父
』
二
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(
一
)

一
四
七

嘉
永

七
年

・
安

政
元
年

(
一
八
五
四
)

甲
寅

安
政
三
年

(
一
八
五
六
)
丙
辰



安
政
五
年

(
一
八
五
八
)
戊
午

安
政
六
年

(
一
八
五
九
)
己
未

安
政
七
年

・
万
延
元
年

(
一
八
六
O
)
庚
申

志
賀
直
哉
年
譜
考

(
一
)

一
四
八

2

・
?

荒

地
整
備

の
件

で
二
宮
弥
太
郎
を
手
伝

う
よ
う
幕
府

か
ら
達
し
が
あ
り
、
下
旬
、
志
賀
直
道

は
妻
子
と
共

に
今
市

に
赴

任
す
る
。
(志
賀

家
系
図
)
(『祖
父
』
二
)

教

育

の
都
合
か
ら
志
賀
直
温

は
途
中

で
中
村

に
返
さ
れ
、
志
賀

正
斉

夫
妻

に
育

て
ら
れ

る
。

そ
の
た
め

一
人

っ
子

に
し

て
は
父
母

と
の

関
係
が
冷
た
く
な
る
。
(『祖
父
』
十
四
)

3

・
?

志

賀
正
斉
は
関
流
西
洋
流
炮
術
引
受
銃
隊
掛
を
命
じ
ら
れ
る
。
(志
賀
家
系
図
)

1

・
9

伯
母

・
佐
本

(関
屋

・
吉
田
)
せ

い
が
生
ま
れ
る
。
(
川
村
渡

『伊
勢
亀
山

.
志
賀
直
哉
の
文
学
』
)

こ
の
年

佐
本
源
吾

は
大
小
姓
と

な
る
。
家
禄
六
十
石
。

(川
村
渡

『
伊
勢
亀
山

.
志
賀
直
哉
の
文
学
』)

5

・
9

伯
母

・
佐
本

の
ぶ

(通
称

・
は
る
、
新

『
志
賀
直
哉
全
集
』
⑯
日
記
人
名
注
)
が
生

ま
れ
る
。

(川
村
渡

『
伊
勢
亀
山

.
志
賀
直
哉
の
文
学
』)

の
ぶ
は
嫁

い

で
男

の
子

を
生

む
が
耳

が
遠

い

の
で
不
縁

と
な
り
、
佐
本
家

に
戻

る
。
佐
本
鎰
蔵

の
死
後

は
、
甥

の
も
と
を
転

々
と
す

る
。

(川
村
渡

『
伊
勢
亀
山

・
志
賀
直
哉
の
文
学
』)

12

・
13

志
賀
直
道

は
、
中

頭
上
席

を
命

じ
ら
れ
る
。

(志
賀
家
系
図
)

万
延

二
年

・
文
久
元
年

(
一
八
六

一
)
辛
酉



文
久
三
年

(
一
八
六
三
)
癸
亥

文
久
四
年

・
元
治
元
年

(
一
八
六

四
)
甲
子

元
治
二
年

・
慶
応
元
年

(
一
八
六
五
)
乙
丑

慶
応
二
年

(
一
八
六
六
)
丙
寅

3

・
8

志
賀
正
斉

は
兵
具
方
、
御
台
所
頭
次
席
、
兵
具
奉
行
と
な

る
。

(志
賀
家
系
図
)

9

・
15

母

・
佐
本

(志
賀
)
銀
が
生
ま
れ

る
。

(川
村
渡

『伊
勢
亀
山

・
志
賀
直
哉

の
文
学
』
)

『
母

の
死

と
新

し

い
母
』

(四
)

に
よ
れ
ば
、
生

ま
れ
た

の
は
下
谷

の
御
成
道

(亀
山
藩
主

・
石
川
家
の
上
屋
敷
が
あ

っ
た
、
阿
川
弘
之

『
志
賀

直
哉
』)
だ

っ
た
。

8

・
3

志
賀
直
道

は
、
武
田
耕
雲
斎
率

い
る
天
狗
党

一
味

の
相
馬
藩
士

・
佐

々
木
重
蔵
と
筑
波
山

に
話
を
し

に
行
き
、
根
付
を
貰
う
。

(『
祖
父
』

八
、
九
、
二
十
五
)
↓

『暗
夜
行
路

』
(第
三
-
八
)
の
モ
デ

ル

4

・
24

相
馬
充
胤
が
隠
居
し
、
相
馬
誠
胤
が
相
馬
中
村
藩
主
と
な

る
。
(『
平
成
新
修
旧
華
族
家
系
大
成
』)

5

・
27

叔
父

・
佐
本
鎰
蔵
が
生
ま
れ
る
。

(川
村
渡

『伊
勢
亀
山

・
志
賀
直
哉
の
文
学
』
)

こ
の
年
か
?
/
前
年
か
?

志
賀
直
道
は
相
馬

に
戻
る
。
(『
祖
父
』
十

一
)

相
馬
郷
土
研
究
会
資
料
叢
書

『
志
賀
直
道
書
簡
』
上

・

「
は
じ
め
に
」

に
よ
れ
ば
、
慶
応
元
年

の
調

べ
で
、
直
道

は

「
御
仕
法
掛

り
、

日
光

今
市
詰
め
、
十
四
年
勤

労
」
と
あ
る
。

志
賀
直
哉
年
譜
考

(
一
)

一
四
九



志
賀
直
哉
年
譜
考

(
一
)

一
五
〇

慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)
丁
卯

12

・
25

志
賀
直
道

は
、
御
使
番
次
席

を
命
じ
ら
れ
る
。
(志
賀
家
系
図
)
(『祖
父
』
二
)
(相
馬
郷
土
研
究
会
資
料
叢
書

『
志
賀
直
道
書
簡
』
上

.

「
は
じ
め

に
」)

慶
応

四
年

・
明
治
元
年

(
一
八
六
八
)
戊
辰

3

4

●
1

閏

4

・
29

こ
の
頃

か
?

6

・
22

7

・
12

0
0

●

2
U

8

・
15

志
賀
直
道

は
、
郡
代
を
命
じ

ら
れ
る
。

(志
賀
家
系
図
)
(『
祖
父
』
二
)
(相
馬
郷
土
研
究
会
資
料
叢
書

『志
賀
直
道
書
簡
』
上

.
「
は
じ
め
に
」
)

志
賀
直

道
は
、
兵
粮
方
司
役

に
命
じ
ら
れ
、
棚
倉

に
出
張
す

る
。

(志
賀
家
系
図
)
(『祖
父
』
二
)
(相
馬
郷
土
研
究
会
資
料
叢
書

『志
賀
直
道
書

簡
』
上

・
「
は
じ
め
に
」
)

官
軍
が
攻
め
寄

せ
、
戦
局

が
迫

っ
た
た
め
、
志
賀
留
女

は
中

風

に
か
か

っ
て
い
た
志
賀
直
道

の
母

を
若

党

に
背
負
わ
せ
、
女
中

の
里
に

逃
げ

る
。
数
え
十
六
歳

の
志
賀
直

温
は
、
総
領
組
と
し

て
戦

に
出

る
。

留
女
は
直
温
が
卑
怯

な
行

い
な
ど
を
決
し

て
し

て
く

れ
な
い
よ

う
に
と
願
う
。
直

温
の
同

い
年

の
従
弟

・
半
杭
直
人

も
戦

に
出

る
。

(『祖
父
』
士

二
)

志
賀
正
斉

は
原
釜
の
大
炮
方
指

揮
を
命

じ
ら
れ
る
。

(志
賀
家
系
図
)
(『祖
父
』
十
四
)

佐
本

一
家

は
、

藩
主

の
命

に
よ
り
、

江
戸

を
出
立
。

(川
村
渡

『
伊
勢
亀
山

・
志
賀
直
哉

の
文
学
』
)

*
桜
井
勝
美

『
志
賀
直
哉

の
原
像
』

に

は
、
六

月
十

二
日

・
六

月
二
十

三
日
と

の
記
述

あ
り
。

佐
本

一
家

は
亀

山

に
着
き
、
江

ケ
室

の
家

に
入
る
。

(川
村
渡

『
伊
勢
亀
山

・
志
賀
直
哉

の
文
学
』
)

*
桜
井

勝
美

『
志
賀
直
哉

の
原
像
』

に

は
、

七
月
十

日

・
七
月
二
十

二
日
と

の
記
述
あ
り
。

相
馬
中
村
藩
、
官
軍

に
降
服
。
(新
妻
三
男

『
二
宮
尊
徳
翁
と
磐
城
中
村
藩
』
)

志
賀
直

道
は
、
若
年
寄
を
命

じ
ら
れ
る
。

(志
賀
家
系
図
)

*
相
馬
郷
土
研
究
会
資

料
叢
書

『
志
賀
直
道
書
簡

』
上

・

「
は
じ
め
に
」

で

は
八
月
十
三
日
、
『
祖
父
』
(
二
)

で
は
八
月
十
四
日
と
す
る
。



こ
の
年

か
?

(明
治
初
年
)

相
馬
藩

の
産
米

を
古

河
市
兵
衛

が
主
宰

す
る
小
野
組
糸
店

が
取

り
扱

い
、

古
河
市

兵
衛

と
志
賀
直

道
が
知
り
合
う
。
(五
日
会

『古
河
市
兵

衛
翁
伝
』
)

明
治

二
年

(
一
八
六
九
)
己
巳

1

・
11

志
賀
直
道

は
、

中
老
を
命

じ
ら
れ
る
。
権
知
事
と
し

て
伊
達
郡
桑
折
陣
屋

へ
出
張
。

(志
賀
家
系
図
)
(『祖
父
』
二
)
(相
馬
郷
土
研
究
会
資
料

叢
書

『志
賀
直
道
書
簡
』
上

・

「
は
じ
め
に
」
)

8

・
12

志
賀
直
道

は
、
福
島
県
大
参
事
を
命
じ

ら
れ

る
。

(志
賀
家
系
図
)
(
『祖
父
』
二
)

明
治
三
年

(
一
八
七
O
)
庚
午

こ
の
年
か
?

伯
母

・
佐
本

は
ま
、
山
崎
五
夫
と
結
婚
。

(川
村
渡

『伊
勢
亀
山

・
志
賀
直
哉
の
文
学
』
)

明
治
四
年

(
一
八
七

一
)
辛
未

2

●

9
5

8

●

O
r
・

1

●

0
0

111

・

?

志
賀
直
温
、
静
岡

の
山
岡
鉄
舟

の
も
と

へ
遊
学
。

(阿
川
弘
之

『志
賀
直
哉
』
掲
載
の
直
温
自
筆
履
歴
書
)

志
賀
直
温
、
東
京

に
戻
り
、
本
所
相
生

町
の
土
ハ立
学
舎

で
英
書
修
学
。

そ
の
後

も
芝

の
日
新
義
塾

や
湯
島

の
共

慣
義
塾

な
ど
学
校
を
転

々

と
す
る
。

(阿
川
弘
之

『志
賀
直
哉
』
掲
載
の
直
温
自
筆
履
歴
書
)

相
馬
誠
胤
が
慶
應
義
塾

に
入
る
。
保
証
人
は
木
村
精

一
郎
。
(慶
應
義
塾

「入
社
帳
」
)

相
馬
家

は
、

先
代

の
御
遺
金
と
非
常
御
備
金

の
古
金
銀
二
万
両
を
通
貨

に
代

え
た
約

八
万
円
を
小
野
組

に
預
け
、
利
子

の
配
当
を
受
け

る
事
と
す

る
。

そ
の
後

の
預
金

も
合
わ
せ
、
元
利
合
計
九
万

四
千
余

円

の
預
金
と
な
る
。

(相
馬
郷
土
研
究
会
資
料
叢
書

『志
賀
直
道
書
簡
』

志
賀
直
哉
年
譜
考

(
一
)

一
五

一



志
賀
直
哉
年
譜
考

(
一
)

一
五
二

上

・
「
は
じ
め
に
」
/
M
9

・
11

・
29
書
簡
)

五
日
会

『
古
河
市
兵
衛
翁
伝
』

に
よ
れ
ば
、
明
治
五
年
、
相
馬
家
が
財
産

の
利
殖
保
全

の
た
め
、
古
金
銀
三
万
両
を
小
野
組

に
信
託
し
、

糸
店
が
管
理
す
る

こ
と

に
な
り
、
志
賀
直
道
は
古
河
市
兵
衛

へ
の
信
認
を
深
あ
た
と

い
う
。

明
治
五
年

(
一
八
七
二
)
壬
申

9

乙

●

-

⊥

4
4

・
?

・

6

・
12

壬
申
戸

籍

に
よ
る
と
、

こ
の
時
点

で
、
山
崎
五
夫

は
亀
山
江

ケ
室
二
十
九
番
屋
敷

の
佐
本

家
と
同
居
。

(川
村
渡

『伊
勢
亀
山

.
志
賀
直
哉

の
文
学
』)

廃
県

に
付
き
、
志
賀
直
道

は
免
職
と
な

る
。

(志
賀
家
系
図
)
(『祖
父
』
二
)

志
賀
直
道
が
相
馬
誠
胤

の
家
令
と
な

る
。

(志
賀
家
系
図
)

相
馬
家

の
顧
問

を
委

任
さ
れ

て
い
た
富

田
高
慶

の
推
挙

に
よ
る
。
直
道

は
、
木
村
精

一
郎

・
青
田
綱

三
と

三
人

で
相
馬

家

の
内
務
を
と

り
し
き

る
こ
と
に
な
る
。
彼
等

は
、

ま
ず
石
巻

に
開
田
事
業
を
起

こ
し
、
石
巻

墨

の
江
町

に
相
馬
屋
と

い
う
商
店

を
経

営
し
、
田
地

の

買

い
入

れ

・
米

の
売

買
を
始
め

る
。
店

の
景
況

は
次

第

に
伸
び
、
明
治
九
年

か
ら
は
木
村
精

一
郎
を
店
主

と
し
、

し
ば
し
ば
増
資
を
行

い
、
宮
城

県
北
部

一
円

に
田
地
を
買

い
広

げ
た
。
古
川
と
小
牛

田
に
支
店

を
置

き
、

多
数

の
作
子
を
使
用

し
て
耕

作
さ
せ
、
砂
糖
な
ど

の
卸
小
売

り
も
取
り
扱

っ
た
。
相
馬
家

の
資
産

は
、
明
治
五
年

に
十
万
余

円
だ

っ
た

の
が
、
十
五
年

に
は
十
六

万
余
円
、

二
十
五
年

に

は
三
十

四
万
余
円
と

な

っ
た
。

(相
馬
郷
土
研
究
会
資
料
叢
書

『
志
賀
直
道
書
簡
』
上

.
「
は
じ
め
に
」)

直
道

の
家

令
と
し

て
の
月
給

は
二
十

五
円
。
志

賀
家

の
家
族

は
、
正
斉

・
幾
夫

妻
、

直
道

・
留
女
夫
妻
、
直

温
、

正
斉

の
娘

.
お
金

の

六
人
。
生
計

の
た
め
、
素
人
下
宿
、
素
人
酒
屋

な
ど
を
す

る
。

(『祖
父
』
十
五
)

直
道

は
、

相
馬
家

の
財
政
立

て
直

し
の
他

、
相
馬
家

の
親
族

の
大
名
華
族

の
財
政
立

て
直
し
も

し
た
。
織

田
長
純
子
爵

の
家
も

そ
の

一

つ
。

(『
祖
父
』
十
七
)
直
道

は
、

家
政

に
失
敗
し
莫
大
な
負
債
を
背
負

っ
て
い
た
相
馬
家

の
親
戚
、
松
前
家
、
室
賀
家
、
菅
沼
家
、
佐
竹



家
な
ど

の
元
大
名
や
旗
本

の
面
倒
ま

で
見
た
。
(相
馬
郷
土
研
究
会
資
料
叢
書

『志
賀
直
道
書
簡
』
上

・
「
は
じ
め
に
」
)

7

・
10

伯
母

・
佐
本

き
や
う
、
川
村
健
之
助
と
結
婚
し

て
、

三
重

県
伊
勢
国
奄
芸
郡
徳
居
村
三
十
七
番
屋
敷
川
村
健

之
助
妻

に
送
籍
。

(川
村
渡

『伊
勢
亀
山

・
志
賀
直
哉
の
文
学
』
)

7

・
16

義
母

・
高
橋

(志
賀
)
浩
が
生
ま
れ
る
。
(志
賀
家
系
図
)

冬

小
野
組

の
新
事
業
と
し

て
、
古
河
市
兵
衛
は
以
後
二
年
間
、
鉱
山
経
営

に
携
わ
る
。
(五
日
会

『古
河
市
兵
衛
翁
伝
』
)

*

こ

れ

以

降

は

太

陽

暦

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

…

明
治
七
年

(
一
八
七

四
)

4

・
15

川
村

健

之
助

・
き

や

う

夫
妻

の
長

女

・
す

が

が

生

ま

れ

る
。

(川
村
渡

『伊
勢
亀
山

・
志
賀
直
哉

の
文
学
』
)

夫

妻

の

間

に
は
、

他

に
次
女

・
す

み

(M
9

・
12

・
6
生
)、

三
女

・
ふ

じ

江

(
M
12

・
3

・
13
生
)、

四
女

・
よ

う

(
M
14

・
5

・
26
生
)、

五

女

・
て

い

(M
16

・
10

・
20
生
)
、

長

男

・
鉄

治

郎

(M
19

・
5

・
3
生
)
、

六

女

・
ち

よ

(
M
21

・
7

・
16
生
)
、

次

男

・
寛

(M
23

・
10

・
20

生
)
、

七
女

・
ま

さ
を

(
M
25

・
12

・
15
生
)
、

八
女

・
た

み

(M
27

・
12

・
26
生
)、

九

女

・
ク

ニ

(M
32

・
2

・
13
生
)、

十

女

・
チ

エ

(M
39

・

8

・
14
生
)

が

生

ま

れ

る
。

す

み

と

チ

エ
は

後

年

、

吉

田

せ

い

の
家

に
お

側

付

女

中

と

し

て
奉

公

し

た
。

(川
村
渡

『伊
勢
亀
山

・
志
賀
直
哉

の
文
学
』
)

6

・
11

年

齢

満

二
十

一
歳

五

ケ
月

の
志

賀
直

温

が
慶

応

義

塾

に

入

る
。

(慶
應
義
塾

「入
社
帳
」)

11

・
20

小

野

組

が
破

綻

し

、

古

河

市

兵

衛

は

主

家

を

失

う

。

小

野
組

に

財

産

の
信

託

を

任

せ

て

い
た

相

馬

家

も

被

害

を

被

る

。

(五
日
会

『
古
河

市
兵
衛
翁
伝
』
)

こ

の
時

点

で

の
相

馬

家

の
小

野

組

へ

の
預

金

高

と

し

て
大

蔵

省

へ
届

け
出

た

の
は

、

七

万

九

千

円

余

り
。

小

野

組

を

整

理

し

た
際

に
現

志
賀
直
哉
年
譜
考

(
一
)

一
五

三



志
賀
直
哉
年
譜
考

(
一
)

一
五
四

金
以
外

で
受

け
取

っ
た
旧
公
債
証
書

五
万
千

円
余
り
を
相
場

で
売
却

す
る
と
相
馬
家

は
四
万

二
千

円
余

り

の
損
失
と
な

る
。

(相
馬
郷
土

研
究
会
資
料
叢
書

『志
賀
直
道
書
簡
』
上

・
M
9

・
11

・
29
書
簡
)

明
治
八
年

(
一
八
七
五
)

1

・
?

こ
の
時
点

で
、
佐
本
家

の
本
籍

は
、

三
重
県
伊
勢
国
鈴
鹿
郡
亀
山
江

ケ
室

二
十
九
番
屋
敷
。

(川
村
渡

『
伊
勢
亀
山

・
志
賀
直
哉
の
文
学
』)

3

・
4

相
馬
誠
胤

の
異
母
弟

・
順
胤

が
慶
應
義
塾
幼
稚
舎

に
入

る
。

(慶
應
義
塾

「
幼
稚
舎
入
社
帳
」)

5

・
17

木
村
精

一
郎

の
養

嗣
子

・
重
堅

が
満
十

五
歳
十

一
ケ
月

で
慶
應
義
塾

に
入
る
。

(慶
應
義
塾

「入
社
帳
」)

8

・
?

佐
本
家

は
亀
山
南
崎

五
番
屋
敷

の
市

川
権

平
宅

に
移
転

し
同

居
。

(川
村
渡

『
伊
勢
亀
山

・
志
賀
直
哉
の
文
学
』)

8

・
?

古
河
市
兵
衛
、

も
と
小

野
組
が
所
有
し

て
い
た
草
倉
銅
山

の
経
営
を
試
み
よ
う
と
し
、
渋
沢

栄

一
の
第

一
銀
行
か
ら

一
万
円

の
融
資

の

話
を
取
り
付

け
る
。
志
賀
直

道
に
も
援
助

を
求

め
、
相

馬
家

に
よ

っ
て
二
万
二
千
円

で
草

倉
銅

山

・
赤
柴
銅

山

の
払

い
下

げ
を
受
け
る
。

直

道
が
相
馬
家

の
名
義

で
大
蔵
省

に
払

い
下
げ
請
願
を
し
、

代
金

は
小
野
組

に
対
す

る
預

け
金

よ
り
大
蔵
省

に
お

い
て
差
し
引

く
事

を

願

い
出
、
認
可
さ
れ
た
。
古

河
市
兵
衛
は
木
村

長
七

・
中
江
種
造

を
派
遣
し

て
経
営

に
当
た
ら
せ
る
。

(五
日
会

『古
河
市
兵
衛
翁
伝
』
)

11
?

佐
本

家
、
東
京

に
転
居
し
た
か
?

(川
村
渡

『伊
勢
亀
山

.
志
賀
直
哉
の
文
学
』
)

最
初

は
、

根
岸

の
石
川
家

の
旧
藩
邸

(中
屋
敷
)
内

の
武
家

長
屋

に
住

み
、

そ
の
後
旧
藩
邸

の
向
か

い
に
転
居
し

た
か
?

(桜
井
勝
美

『志
賀
直
哉
の
原
像
』
)

12
?

志
賀
直
道

・
木

村
精

一
郎

・
青
田
綱

三
、
小
野

組
倒

産

に
よ
る
相
馬
家

の
損
失

の
責
任

を
取
る
よ
う
多

々
部
ら

旧
藩
士

に
迫

ら
れ
、
謹

慎

・
進
退
伺

い
を
す

る
が
、
相
馬
充
胤

・
誠
胤

に
慰
留

さ
れ
る
。
(相
馬
郷
土
研
究
会
資
料
叢
書

『
志
賀
直
道
書
簡
』
上

.
M
8

.
12
.
4
書
簡
)



明
治
九
年

(
一
八
七
六
)

4

.
?

伯
母

・
佐
本

せ
い
、
関
屋
三
郎

と
結
婚
し

て
、
東
京
府
第
十
大
区
小

一
区
下
谷
金
杉
村
士
族
関
屋
三
郎
妻

に
送
籍
。

(川
村
渡

『
伊
勢
亀
山

・

志
賀
直
哉
の
文
学
』
)

5

.
16

木
村
精

一
郎

は
反
対
派

の
攻
撃

を
受

け
、
家
扶
退
勤
願

い
を
出
し

て
い
た
が
、

こ
の
日
、
家
扶
を
免
ぜ

ら
れ
石
巻
在
勤
を
命

じ
ら
れ

る
。

(相
馬
郷
土
研
究
会
資
料
叢
書

『
志
賀
直
道
書
簡
』
上

・
M
9

・
5

・
18
書
簡
)

6

・
?

志
賀
直
温
、
慶
応
義
塾
を
卒
業
。

(阿
川
弘
之

『志
賀
直
哉
』
)

8
?

相
馬
家
、
上
手
岡
鉄
山

の
払

い
下
げ
を
申
請
。

(相
馬
郷
土
研
究
会
資
料
叢
書

『志
賀
直
道
書
簡
』
上

・
M
9

・
8

・
18
書
簡
)

8

・
31

相
馬
順
胤
が
慶
應
義
塾

に
入

る
。

(慶
應
義
塾

「入
社
帳
」
)

12

・
?

相
馬
家
、
草
倉
銅
山
を
古
河
市
兵
衛

に
譲

る
。

(五
日
会

『古
河
市
兵
衛
翁
伝
』
)

こ
の
頃
?

志
賀
直
道
、
古
河
市
兵
衛

に
足
尾
銅
山

に

つ
い
て
の
雑
談
を
し
た
か
?

(五
日
会

『古
河
市
兵
衛
翁
伝
』
)
(『
祖
父
』
十
五
)

年
末

足
尾
銅
山
を
経
営

す
る
副
田
欣

一
が
資
金

に
困

り
、
古

河
市
兵
衛

に
経
営
肩
代

わ
り
を
打

診
。

古
河
市
兵
衛

は
志
賀
直
道

の
援
助

を
受

け

て
共
同
経
営
し

よ
う

と
考

え
る
。
直
道
は
、

一
旦
着
手

し
た
草
倉
銅
山

の
経
営
を
家
中

の
反
対
論

の
た
め

に
古
河
市
兵
衛

に
譲
渡

し

た
ば
か
り

で
あ

っ
た
の

で
、

断
る
が
、

古
河
市
兵
衛

は
屈
せ
ず
、
遂

に
土
ハ同
経
営

の
承
諾
を
得

る
。

(五
日
会

『古
河
市
兵
衛
翁
伝
』)

志
賀

直
温

の
談
話

に
よ
れ
ば

《
父
直

道
は
若
年

の
頃
、
相
馬
藩

よ
り
選
ば
れ

て
、
野
州
今
市

の
二
宮
尊
徳

先
生

の
開
墾
事
務
所

に
見
学

に
派

遣
さ
れ
た
事
が
あ

つ
た

の
で
、

今
市

日
光
附
近

の
地
理

に
精

し
く
、

自
然
、
足
尾
銅
山

の
事
も
知

つ
て
居
た
。
古
河
翁
が
来
邸

せ

ら
れ
た
或

る
日

の
事
、

四
方
山
話

の
内

に
、
足
尾
銅
山
な
ど
を
経
営

し

て
見

て
は
ど
う
か
と
物
語

つ
た
事

が
あ

つ
た
。
す

る
と
、
数

日

後

に
、
古

河
翁
が
遣

つ
て
来
ら

れ
て
、

足
尾

の
山
が
売
り

に
出

て
居

る
、
先

日

の
お
勧
あ

の
次
第
も
あ

る
か
ら
是
非
引
請
け
度

い
と
思

ふ
故

に
助
力

を
頼
む
と

い
ふ
相
談
が

あ

つ
た
。

父

に
し

て
見

る
と
戯
談

か
ら
駒

が
出
た
形

で
、
何
も
古
河

サ

ン
に
お
勧
め
し
た
と

い
ふ

訳

で
は
無

い
の

で
あ
る
か
ら
、
受
附

け
無

か

つ
た
が
、
終

に
説
き
落

さ
れ

て
、

旧
藩
主
か
ら

の
出
資
を
承
諾

す
る
に
到

つ
た
。
》
と

い

志
賀
直
哉
年
譜
考

(
一
)

一
五
五



志
賀
直
哉
年
譜
考

(
一
)

一
五
六

う
。

(五
日
会

『古
河
市
兵
衛
翁
伝
』)

12

・
30

副
田
欣

一
が
、

志
賀
直
道

・
古
河
市
兵
衛
宛

に
、

足
尾
銅
山
売

買

に
向
け

て
の
約
定
証
書
を
渡
す
。

(五
日
会

『古
河
市
兵
衛
翁
伝
』
)

明
治
十
年

(
一
八
七
七
)

8

り
乙

●

1

2
下

旬

4

●
∩ヲ

8
頃

足
尾
銅
山

の
金
額
と
支
払

い
条
件

が
決
定
。

三
万
三
千
三
百
七
十
円
を
年
賦
償
却

・

一
万
五
千
十
円
が
即
金
支
払
。
相

馬
家
代
表

の
志

賀
直
道

と
古
河
市
兵
衛

の
間

で
共
同
経
営

の
約
定
書

も
交
わ
さ
れ

る
。
直
道
を
名
義

人
と
す
る

こ
と
、

そ
の
実

は
直

道
と
古
河
市
兵
衛

両
人

で
譲

り
受

け
る

の
で
協
力
し

て
坑
業
を
営

む

べ
き

こ
と
、
費
用
も
損
益
も
折
半

す
る

こ
と
、
直
道

は
不
慣

れ

の
た
め
、
古
河
市
兵

衛
が

一
切

の
事
務
を
取

り
扱
う

こ
と

な
ど

が
定
め
ら
れ

る
。

(五
日
会

『古
河
市
兵
衛
翁
伝
』)

志
賀
直
道
、
松
前
家

の
家
政
立

て
直

し
を
依
頼

さ
れ

る
。

(相
馬
郷
土
研
究
会
資
料
叢
書

『
志
賀
直
道
書
簡
』
上

.
M
10

.
4

.
22
書
簡
)

関
屋

三
郎

・
せ
い
夫
妻

の
長
男

・
宗
音

が
生

ま
れ
る
。

(川
村
渡

『
伊
勢
亀
山

.
志
賀
直
哉
の
文
学
』)

慶
應
義
塾
在
学
中

の
相
馬
誠
胤

に
精
神
病

の
兆
候

あ
り
。

(相
馬
郷
土
研
究
会
資
料
叢
書

『
志
賀
直
道
書
簡
』
上

.
M
10

.
8

.
7
書
簡
)

明
治
十

一
年

(
一
八
七
八
)

5

り
血

●

2

3

・
26

8
下
旬

志
賀
直
道
、

富
田
高
慶

に
、
相
馬
誠
胤

の
病
状

に

つ
い
て

《
御
不
快

は

一
月
以
来

一
段

と
穏
や
か

に
い
ら
せ
ら
れ
、

一
同
恐

悦
限
り
無

き
事

に
存
じ
奉

り
候
。

さ
り
な
が
ら
大
貫
家
等
御
血
縁
等

を
以

て
考

へ
候

へ
ば
、
終

に
御
全
快
遊
ば
さ
れ
候
も

の
か
甚

だ
心

痛
此

の
事

に
存
じ
奉
り
候
。
》
と
書
き
送

る
。

(相
馬
郷
土
研
究
会
資
料
叢
書

『志
賀
直
道
書
簡
』
上

.
M
11

.
2

.
25
書
簡
)

志
賀
直
道
、
富

田
高
慶

に
、
相
馬
誠
胤

の
病
状

が
芳
し
く
な
く
、
夫
人
を
遠
ざ
け

て
い
る
、

こ
の
症
状

は
遺
伝
的

な
も

の
と
報
告
。

(相

馬
郷
土
研
究
会
資
料
叢
書

『志
賀
直
道
書
簡
』
上

・
M
11
・
3
・
26
書
簡
)

志
賀
直
温

と
佐
本
銀

が
結
婚
。

(相
馬
郷
土
研
究
会
資
料
叢
書

『
志
賀
直
道
書
簡
』
上

.
M
11

.
9

.
5
書
簡
)



11

・
?

結
婚

の
際

に
、
志
賀
家

で
古
河
市
兵
衛

が
踊

り
を
お
ど

っ
て
祝

う
。

(『祖
父
』
十
六
)

佐
本
銀
、
福
島
県
下
磐
城
国
標
葉
郡
新
山
村
士
族
志
賀
直
温
妻

に
送
籍
。

(川
村
渡

『
伊
勢
亀
山

・
志
賀
直
哉
の
文
学
』)

明
治
十

二
年

(
一
八
七
九
)

O

」1
⊥

●

1

4

・
15

5

・
11

5

・
12

8

■
4

O
O
9

。

志
賀

直
道
、
富

田
高
慶

に
、
石
巻

で
買

い
入
れ
た
田
地
が
増

え
、
木
村

精

一
郎

一
人

で
は
手
が
回

り
か
ね
る
の

で
、
し
か
る

べ
き
人
を

派
遣
し
た

い
と
相
談
。

(相
馬
郷
土
研
究
会
資
料
叢
書

『志
賀
直
道
書
簡
』
上

・
M
12

・
1

・
10
書
簡
)

錦
織
剛
清

『
闇

の
世

の
中
』

に
よ
れ
ば
、
相
馬
誠
胤

の
精
神
病
が
悪
化
し
、
邸
内

に
て
監
禁
す

る
。

志
賀
直
道
、
富

田
高

慶

に
、
監
禁
中

の
相

馬
誠
胤

の
病
状
が
悪

い
こ
と
を
報
告
。

(相
馬
郷
土
研
究
会
資
料
叢
書

『志
賀
直
道
書
簡
』
上

・
M

12

・
5

・
11
書
簡
)

志
賀
直
方
が
生
ま
れ

る
。
志
賀
正
斉

の
孫
。

(志
賀
家
系
図
)

志
賀
直
道
、

富
田
高
慶

に
、

《足
尾
銅

山
は
都
合
も
宜
し
く
、
本
年
前
半
季
清
算

は
未
だ
出
来
申
さ
ず
候

へ
ど
も
、

壱
人
前
大
略
弐
千

五
百
位
分
配
相
成

る
べ
き
古
川

の
見
込
み
》
と
報
告
。
(相
馬
郷
土
研
究
会
資
料
叢
書

『志
賀
直
道
書
簡
』
上

・
M
12

・
8

・
4
書
簡
)

織
田
家
が
志
賀
直
道

に
借
金
返
済

に
携
わ

っ
て
貰
う
。
(相
馬
郷
土
研
究
会
資
料
叢
書

『志
賀
直
道
書
簡
』
上

・
M
12

・
8

・
30
書
簡
)

明
治
十
三
年

(
一
八
八
O
>

1

・
?

渋
沢
栄

一
も
足
尾
銅
山
経
営

に
参
加
。
志
賀
直
道

・
古
河
市
兵
衛

・
渋
沢
が
、
権
利
義
務

・
資
金
と
も
三
分

の

一
ず

つ
の
負
担
と
な
る
。

渋
沢

に
よ
れ
ば
、
二
万
円
ず

つ
の
出
資
だ

っ
た
。
(五
日
会

『古
河
市
兵
衛
翁
伝
』
)

3

・
4

東
京

で
兄

・
志
賀
直
行
が
生
ま
れ
る
。
(志
賀
家
系
図
)
(『白
い
線
』
)

こ
の
年

志
賀
直
温
、
第

一
国
立
銀
行

に
就
職
。
(志
賀
家
系
図
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(
一
)

一
五
七



志
賀
直
哉
年
譜
考

(
一
)

一
五
八

最
初
、

釜
山
浦
支

店

で
簿
記

貸
付
金
等

の
業
務
を
担

当
。

そ
の
後
、
元
山

津
出
張
所

、
東
京

本
店
、

石
巻
支
店

に
勤
務
。

(阿
川
弘
之

『志
賀
直
哉
』
)

明
治
十

四
年

(
一
八
八

一
)

0
0

●

∩
ヲ

4

・
20

8

・
18

11

・
4

志
賀
直
方

の
母

・
志
賀
真

(菊
)
死
去
。

(新

『志
賀
直
哉
全
集
』
⑯
日
記
人
名
注
)

志
賀
直
方

の
父

・
志
賀
直
隆
死
去
。
両
親
を
亡
く
し
、
直
方

は
志
賀
直
道

の
養
子
と

な
る
。

(新

『
志
賀
直
哉
全
集
』
⑯
日
記
人
名
注
)

古
河
市
兵
衛

か
ら
足
尾
銅
山

の
資
金
不
足

に

つ
い
て
の
相
談

が
あ

り
、
志
賀
直
道
が
千
五
百
円
を
持
参
。

(『祖
父
』
十
六
)

足
尾
銅
山

は
、
明
治
十
四
年
末

ま
で
は
赤
字

だ

っ
た
が
、
明
治
十

四
年
末
十

五
年
初
め
か
ら
鷹

の
巣

の
鉱
脈

に
当

た
り
収
支
が
償

う
よ

う
に
な
り
、
十
七
年
五
月
頃

に
大
鉱
脈

に
当

た

っ
て
非
常

な
産
出

が
あ

っ
た
。

(五
日
会

『
翁
の
直
話
』)

関
屋

三
郎

・
せ
い
夫
妻

の
長
女

・
せ
き
が
生

ま
れ
る
。

(川
村
渡

『
伊
勢
亀
山

・
志
賀
直
哉
の
文
学
』)

明
治
十
五
年

(
一
八

八
二
)

1

り
乙

●

1

こ
の

年

11

・
7

志
賀
直
道
、
富

田
高
慶

に
、
足
尾
銅
山

は
、
引

き
受

け
た
時

は
平
均
月
七
千
斤

く
ら
い

の
出
銅

だ

っ
た
が
、

今
は
四
万

斤
ほ
ど
に
な
り
、

ど
れ
ほ
ど
盛
大

に
な
る
か
底

の
分

か
ら
ぬ
山
だ
と
報
告
。

(相
馬
郷
土
研
究
会
資
料
叢
書

『
志
賀
直
道
書
簡
』
下

・
M
15

.
2

.
11
書
簡
)

志
賀
直

温
、

第

一
銀
行

石
巻
支
店

に
転
勤
。

(志
賀
家
系
図
)

志
賀
直
行

が
疫
痢

の
よ
う
な
病
気

で
夭
折

(二
歳
八
ケ
月
)
。
守
が
他
家

で
何

か
食

べ
さ
せ
た

の
が
原
因
。
広
済
寺

に
葬

ら
れ
た
。

(志
賀

家
系
図
)
(『稲
村
雑
談
』)
(『白
い
線
』)


